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第1魯回目♯ジャンボリー／
第30回アジア太平洋地域スカウトジャンボリー
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参加者　国内12，500人　外国50か国から5，000人の参加　8団からはBS隊5名、VS隊から3名　指導者1名が参加

しました。テーマは　r和J～WA：a SpiritofUnity　今回は再来年同じ場所で開催の23WSJのプレの大会として開催

で、今までよりセキュリティ部分も厳しく感じました。都市型には否めない暑さとの戦いの中、各国のスカウトと異文化交流で

世界を少し覗けたスカウトであったと思います。当団派遣のVSスカウトはスウェーデンでのWJの参加メンバーですがISTと

して指導者側の役割を担い今までとは違った世界を体験しました。派遣隊スカウトは、すべてが目新しく不安よりワクワク感

で乗り切ったようです。rWJに行ぐ人目　と明言しているのがその証だと思いますが、イベント性が高い大会、やはり普段の

力をサイトで発揮できるだけのカはほしいと感じました。この大会を通じて派手な部分だけでなく世界へ目を向け、地球人と

して世界の平和のために貢献できる人としての第一歩になってくれればと願います。それには身近なことを一つ一つ大切に

できるスカウト、やはり「そなえよつねにJでしょうか？最後に、大会参加にはかなりのご家庭の負担があり参加できるスカ

ウト出来ないスカウトがあることが気持ちの中の引っ掛かりです。育成会・OB会への期待と、スカウト自信が目標のために

何らかの努力をすることも必要だと思います。　　　　　　　　　　　　　　　BS隊長　田辺美佐子

16NJの思い出

私がジャンボリーに参加して一番思い出に残ったこと

は他の隊と仲良くなれたことです。神奈川・岐阜・茨城

などの隊と交流し、名刺やチーフリングワッペン・などを

交換しました。皆とても明るく、道ですれちがったら知ら

ない人同士でもハイタッチをするなど心から楽しい気分

になりました。今回、ジャンボリーに参加してとても良い

経験ができたので、再来年に行われる世界ジャンボリ
ーにもぜひ参加したいです。

BS隊シロクマ班　次長　荻須小唾

16NJを終えて

僕は、今回の16NJにスカウトではなくISTとして参加しました。

前回の日本ジャンボリーにも世界ジャンボリーにもスカウトとして参加した

のでISTで行くことはとても不安でした。

ISTの業務は、簡単なものから難しいもの拘束時間が短いものから、長

いものまでいろいろな種類があります。しかしそれらの仕事すべてに共通

することは、スカウトとして参加する人達に、ジャンボリーを楽しんでもらうこ

ようにすることです。僕が、初めに就いたセレモニー部は、出演者の管理、

進行管理、アリーナ管理などすべてISTで行いました。ジャンボリー大集会

のときは大雨が降ったのに、皇太子さまがいらしたので合羽を着ることが

できず、大変でした。スカウトとして参加した皆さん、セレモニー楽しでくれましたか？次に就いたのは安全救護部でしたが、

暑い中、熱中症などになる人が少なくてよかったと思いました。外国のスカウトとはセレモニーの国旗を持つスカウトと交流

ができました。今回は、外国のスカウトがあまり参加していませんが、2015年に沢山の外国からスカウトが来ると患います。

今回スカウトで参加した人はISTで！参加していない人はスカウトで！ぜひ2015年の世界ジャンボリーに参加してみてくだ

さい日　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VS隊村瀬浩平


